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1． は じめ に

　従来、対流圏界面は気温減率に よ る定義が定

着 し て い た が 、 UTLS （Upper 　Troposphere

Lower　 Stratosphere）領域 へ の 注 目が高 ま る

中、対流圏 と成層 圏の 様 々 な特徴 の 違 い を用 い

て定義が な され る よ うに な っ た 。 また 、 極域冬

季で は、対流圏と成層圏の 温 度減率の 違い が不

明瞭 となるた め 、従 来の 対流 圏界 面 は 高度約

17km に まで 、しば しば上昇す る。 こ の とき、

対流圏 と成層圏間 に お い て物 質交 換が 行 わ れ

やす くな る可 能性 があ る 。

一方 で 、気温 減率 以

外 の 特徴を 用い て 定義 され た 対流圏界面が 同

様 の 特徴を示 すか どうか は議論 され て い な い
。

そ こ で 、 オ ゾン ゾン デ観測で 得 られ る オゾン 混

合比 の 特徴 の 違 い を用い て 対流圏界面 を定 義

し、二 種の 対流圏界面 を比較 した。更 に、最 近

注 目を集 め て い る対流 圏界面 逆転層 （T皿 、）に

着 目し、物質 輸送 との 関連 を調 べ た。

2． データ と計算方法

　解析に は WOUDC （The　World　Ozone　and

UltraViolet　Radiation　Data　Centre）に よ り公

開 され て い る 、 5 年 分 の オ ゾ ン ゾ ン デ デ ータ

（南極 ・北極 で 各 2 点 つ つ ）を用 い た 。

　対流圏界 面の 定義 と して 、気温減率 の 違 い に

よ る 『熱的対 流圏界面 （TPT ）』 と、オ ゾ ン 混

合比 （x ） の 違 い に よ る 『オ ゾ ン 対流 圏界 面

（TPo3）』を用い た。　TPT は WMO の 定義に よ

り 、 TPo3 は Bethan　et　al ．（1996）を参 考に 、 以

下 の 三 つ の 条件 を満 たす最 低 高度 と して 定義

した 。

123 x ≧ O．08ppmv

dxldz ≧ O．06ppmv ！km

条件 1．
，
2．を満たす最低高度か ら 、 0．5〜

2km 上層 で x ＞ 0．1ppmv とな る

　さらに 、 Birner　et 　al ．（2002）を参考に 、　TPo3
＝Okm として並 べ 直したオ ゾ ン ゾン デデー

タ

を 時間 平均 し て得 られ る対流圏界 面上 の 安 定

な層 を TII． と定義 した 。

　また 、安定度 と の 比 較の た め、物質の 混 ざ り

具合の 指標 と して 、 オ ゾ ン 混合比 の 鉛直勾 配を

規格 化 した 量 （α ）を用 い た 。

3． 結果

　TPo3 と TPT の 高度は 、 北極 と南極で 異な る

関係 を示 した。季節に依 らず TPo3〈 TPT とな

る北極に対 し、南極は 、夏 と秋 に TPo3 ≒ TPT、

春 と冬 に TPo3《 TPT とな る 。 また 、両対流圏

界面 と も、 南極で は
一

年周期変動 、 北極で は半

年周 期変動す る が、北極 で は 2 点聞 の 違 い が大

き い 。

　
一方 で、TPo3 を基準 として 定義 した TIL も 、

北極 と南極 で異な る特徴 を示す 。 北極 の TIL

は 季節に依 らず存在す るが
、 南極の TIL は春

と冬 に 消滅 す る （下 図参照）。 しか し、北極 の

TIL は 、夏 と秋 の 南極 に 比 べ る と N2 の 値が小

さい 。 さらに、 α は、TIL 近傍 で極 大 とな り、

南極の TIL が消滅す る時期に は 、 α の 極大 も

小 さくなる が 、消失は しなか っ た。
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図 ：Syowa の N2 （ブラン トバ イサ ラ振動数 の 二 乗）と α

の 鉛 直分布。縦軸 は TPo3 を基 準 と し た 高度。　 Okm 付

近 の N2 の 極大が TIL に 相当。
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